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《内閣府 男女共同参画局から》

●女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）

●東京都文京区にてシンポジウム「一緒に語ろう！リケジョの未来　J-win W-STEM Networking 
Conference2014」を開催します(11月15日)

●「防災・復興における女性の参画とリーダーシップ ～第3回国連防災世界会議に向けてのシンポ
ジウム～」を開催します（12月3日）

《お知らせ》

●横浜市にて平成26年度「家族の日」フォーラムが開催されます（11月16日）【内閣府(共生社会政
策)】

●パネルディスカッション「女性の活躍が復興を加速する！」が開催されます（12月13日）【復興
庁】

------------------------------------------------------------
《内閣府 男女共同参画局から》

●女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

配偶者や交際相手からの暴力や、性犯罪、ストーカー行為などの女性に対する暴力は、いかなる理
由があっても決して許されるものではありません

本運動期間中は、全国各地で、街頭啓発キャンペーンやセミナーなど様々な広報啓発活動が行われ
ます。
また、女性に対する暴力の根絶と、被害者への相談を促すメッセージが込められた、「パープル・
ライトアップ」も実施され、全国各地の施設等が紫色に点灯されます。

この機会に女性に対する暴力の問題について、考えてみませんか？

※詳細は内閣府HP「女性に対する暴力の根絶」ページをご覧ください。
　http://www.gender.go.jp/policy/no_violence/index.html

●東京都文京区にてシンポジウム「一緒に語ろう！リケジョの未来　J-win W-STEM Networking 
Conference2014」を開催します(11月15日)

 内閣府・男女共同参画推進連携会議は地域団体のパートナーシップにより、全国各地で様々なシン
ポジウムを開催しています。

 今年度の第2弾は東京！
 経営層、企業や組織等の最前線で活躍する女性技術者、技術者になりたい学生のみなさまなどが一
同に集い、米国の女性技術者による講演やワークショップ等を通じて、未来を創る女性技術者のリ
ーダーシップについて語り合います。

日時：平成26年11月15日（土）10:00～17:30
場所：お茶の水女子大学（東京都文京区大塚2-1-1）

下記HPよりお申込みください。 
 http://www.e-toroku.jp/wstem2014/

※国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業は、来年3月までの間、全国8か
所でシンポジウム等を開催予定です。
 どうぞご期待ください！
 http://www.gender.go.jp/public/event/2014/renkeievent.html



●「防災・復興における女性の参画とリーダーシップ ～第3回国連防災世界会議に向けてのシンポ
ジウム～」を開催します（12月3日）

このシンポジウムは、防災・復興における女性の参画とリーダーシップの重要性を改めて認識し、
我が国における過去の災害対応の経験と教訓を共有し、その成果を、来年3月に仙台で開催される「
第3回国連防災世界会議」につなげることを目的として開催します。

当日はシンポジウムとあわせて、女性が主体となって地域の防災・復興に取り組んでいる事例を紹
介するため、展示（パネル及び関連物品の展示）及びリレートーク（実際に取組を行っている女性
達に順番にお話をしていただきます）も行いますので、こちらにもぜひ御参加ください。

＜参加無料・シンポジウムは事前申込制＞
日時：12月3日（水）14：00～16：30（開場　13：30）（展示は11：30～17：15、リレートークは
12：30～13：30）
場所：コラッセふくしま（福島県福島市三河南町1番20号）4階　多目的ホール（展示・リレートー
クは、3階　企画展示室C・D）

※詳細及びシンポジウム参加申込みは以下のサイトをご覧ください。
 http://www.gender.go.jp/public/event/2014/bousai.html

《お知らせ》

●横浜市にて平成26年度「家族の日」フォーラムが開催されます（11月16日）【内閣府(共生社会政
策)】

内閣府では、11月第3日曜日を「家族の日」、その前後一週間を「家族の週間」と定め、子供を家族
が育み、家族を地域社会が支えることの大切さについて理解を深めてもらうために、今年の「家族
の日」である11月16日(日)に、下記のとおりフォーラムを開催します。
ぜひご家族でお越しください！

日時：11月16日（日）13:00～16:20
場所：クイーンズスクエア横浜1Fクイーンズサークル（横浜市西区みなとみらい2-3）
主催：内閣府、神奈川県、横浜市
プログラム：13:00～16:20
・願成寺附属ばらの幼稚園（横浜市）園児による合唱
・主催者挨拶
・「家族や地域の大切さに関する作品コンクール」表彰式
　トークセッション「ユージのHappy子育て」（ユージ氏）
・パネルディスカッション「大切にしたい 家族の絆、地域の支え」
　コーディネーター：奥山千鶴子氏（NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長）
　パネリスト（五十音順）：大豆生田啓友氏（玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授）、羽生祥子
氏（日経DUAL編集長）、ユージ氏
・ポケモンスマイルスクール
　親子ふれあいコーナー：14:10～15:50
・親子でつくる工作コーナー等

※申込不要
※詳細は内閣府HP「家族の日・家族の週間」のページをご覧ください。
　http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/family/index.html

●パネルディスカッション「女性の活躍が復興を加速する！」が開催されます（12月13日）【復興
庁】

　復興庁では、女性が主体となって地域の復興に取り組んでいる事例等の紹介を通じて、復興活動
に男女共同参画の視点を反映させることに対する理解を深めるとともに、復興活動の促進に資する
ことを目的として、パネルディスカッション「女性の活躍が復興を加速する！」を開催いたしま
す。（※共催：福島県男女共生センター）

日時：平成26年12月13日(土)13:00～15:15
場所：福島県男女共生センター研修ホール（1階）



対象：復興活動や男女共同参画に関心のある方（70名程度：先着順）
参加費：無料
託児：先着5名程度まで（無料）
パネリスト（敬称等略、順不同）：丹波史紀（福島大学）、兼子佳恵（NPO法人石巻復興支援ネット
ワーク）、高橋真央（甲南女子大学）、吉田恵美子（NPO法人ザ・ピープル）、薄井篤子（復興庁）
参加申込：福島県男女共生センター事業課あてに申込用紙を郵送・FAX、または、必要事項を記載し
た電子メールを送付
　
※詳細は報道資料のPDFファイル
（http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-16/20141028_release.pdf）をご
覧ください。

==========================================================
●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。
男女共同参画社会を実現するための法律、基本計画、関係予算等のほか、男女共同参画に関する政
策・活動等の情報を掲載しています。
http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて
男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。
次号は、平成26年11月14日(金)に配信する予定です。
==========================================================
●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。このまま御返信いただいてもお
答えできませんので御了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから
　http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 
□バックナンバーはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html
□このメールマガジンへの御意見・御要望はこちらから 
　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html
□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてア
クセスしてください。
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